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企
画
展
「
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
と
19
世
紀
欧
州
東
洋
学
」
の
開
催
に
あ
た
っ
て

�

二
松
学
舎
大
学
Ｓ
Ｒ
Ｆ
研
究
代
表
者　

文
学
部
教
授　

町　

泉
寿
郎　

　

フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋
語
学
校
の
初
代
日
本
語
教
授
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー Léon de Rosny

の
名
前
と
共
に
、
リ
ー
ル
市
図
書

館
に
残
さ
れ
て
い
る
そ
の
旧
蔵
書
の
こ
と
を
、
ウ
ィ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
ド
ゥ
ワ
ラ
教
授
か
ら
聞
い
た
の
は
、
本
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
二
〇
〇
四
～
〇
九
年
度
）
採
択
早
々
の
時
期
で
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
当
時
は
海
外
漢
文
講
座
に
傾
注
す
る
一
方
、

手
間
暇
の
か
か
る
在
外
資
料
調
査
は
殆
ど
行
え
な
か
っ
た
。
Ｓ
Ｒ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
後
、
気
に
な
っ
て
い
た
ロ
ニ
ー
旧
蔵

書
の
調
査
に
着
手
し
、
数
年
が
か
り
で
一
応
の
目
途
が
立
つ
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
ロ
ニ
ー
の
蔵
書
は
彼
自
身
が
収
集
し
た
和
書

（
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
教
授
に
よ
る
目
録
が
備
わ
る
）
と
そ
の
師
匠
筋
（
レ
ミ
ュ
ザ
や
ジ
ュ
リ
ア
ン
）
の
蔵
書
を
継
承
し
た

漢
籍
か
ら
な
る
が
、
漢
籍
に
残
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
等
の
書
入
れ
か
ら
は
欧
州
の
東
洋
学
の
厚
い
蓄
積
が
実
感
さ
れ
る
。
ま
た
近
年
、

関
連
資
料
の
収
集
に
も
努
め
た
結
果
、
ロ
ニ
ー
書
簡
等
の
資
料
を
通
し
て
、
奇
人
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
彼
の
学
問
が
決
し
て

孤
立
し
た
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
な
ど
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
欧
州
東
洋
学
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
及
び
多

く
の
日
本
人
と
の
交
流
）
を
背
景
に
持
つ
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
我
々
現
代
日
本
人
に
と
っ
て
、
日
本
学
と
東
洋
学
の
間
に
は

か
な
り
の
径
庭
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
19
世
紀
の
欧
州
東
洋
学
者
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
低
い
評
価
に

と
ど
ま
る
ロ
ニ
ー
が
作
っ
た
ゴ
ッ
タ
煮
の
よ
う
に
見
え
る
日
本
語
教
科
書
も
、
違
う
視
点
か
ら
新
し
い
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
ニ
ー
と
19
世
紀
欧
州
東
洋
学
へ
の
回
顧
が
、
日
本
漢
学
を
含
む
日
本
学
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
上
で
資

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
併
せ
て
、
幕
末
明
治
期
の
海
外
情
報
や
洋
学
者
・
対
外
関
係
諸
家
の
資
料
も
展
示

し
て
み
た
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

令
和
元
年
六
月
二
二
日
夏
至　
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凡
例一

、�

本
書
に
収
録
し
た
資
料
の
う
ち
、
二
松
学
舎
大
学
所
蔵
資
料
に
は
、

請
求
記
号
・
整
理
番
号
等
を
略
記
し
、
そ
れ
以
外
（
個
人
蔵
）
に
は

☆
を
付
し
た
。

二
、�

本
書
に
使
用
す
る
漢
字
の
用
字
は
、
常
用
漢
字
体
な
ど
通
行
の
字
体

を
基
本
と
し
た
。

三
、�

人
物
の
呼
称
は
基
本
的
に
姓
号
を
用
い
る
が
、
汎
用
さ
れ
る
姓
名
等

を
用
い
た
場
合
も
あ
る
。

四
、�

図
版
解
説
は
、
５
～
26
ペ
ー
ジ
は
ヴ
ィ
グ
ル
・
マ
テ
ィ
ア
ス
が
、
27

～
29
、
32
～
36
ペ
ー
ジ
、
年
表
は
清
水
信
子
が
、
30
、
31
、
37
～
45

ペ
ー
ジ
は
町
泉
寿
郎
が
分
担
執
筆
し
た
。

五
、�

本
書
は
二
松
学
舎
大
学
の
大
学
資
料
展
示
室
の
企
画
展
「
レ
オ
ン
・

ド
・
ロ
ニ
ー
と
19
世
紀
欧
州
東
洋
学
」
（
展
示
期
間
二
〇
一
九
年
六

月
二
七
日
～
八
月
一
九
日
）
の
展
示
図
録
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
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レオン・ド・ロニー略伝
　レオン・ルイ・リュシャン・プリュノル・ド・ロニー（Léon-Louis-
Lucien Prunol de Rosny, 1837-1914, 漢字では勤温羅尼、囉尼など）は、北
フランスのロースに生まれた。初め植物学に興味を持ち、1850年に国立自
然史博物館で開かれた植物学の講座を受講する。翌年、14歳のとき、製本
工と植字工の仕事も学ぶ。1852年には東洋言語特別学校（École spéciale 
des langues orientales, 東洋語学校とも言う。現在は国立東洋語東洋文明
学院と言う）に入学し、中国語、アラビア語、マレー語など東洋語の学
習を始める。中国語の講座はヨーロッパで1815年にコレージュ・ド・フ
ランス（Collège de France）で初めて開かれ、ジャン＝ピエール・アベル＝レミュザ（Jean-Pierre 
Abel-Rémusat, 1788-1832）が初代教授に就任し、1832年にレミュザから中国語と満州語を学んだスタ
ニスラス・ジュリアン（Stanislas Julien, 1797-1873）がレミュザをついで教授となる。東洋語学校で
も1843年に中国語の講座が加えられ、フランスで初めて北京官話の文法に関する本を出版したジュリ
アンの弟子のアントワヌ・バザン（Antoine Bazin, 1799-1862）が教授に任命される。
　ロニーはジュリアンとバザンに中国語を学ぶ。1853年に「アジア協会」（Société Asiatique, 1822
年に創立）のメンバーになり、1855年にこの機関誌にシャム語についての論文を載せている。当時、
ロニーは18歳で、これが彼のフランス学界への初登場である。ロニーは最初中国語に没頭するが、
ジュリアンに日本語の研究を勧められる。当時のヨーロッパでは、ドイツのヨハン・ヨーゼフ・ホ
フマン（Johann Joseph Hoffmann, 1805-1878）やオーストリアのアウグスト・プフィッツマイアー
（August Pfizmaier, 1808-1887）などを除いて、日本語が知られていなかったので、ロニーはロドリ
ゲスの『日本語文典』などイエズス会士の語彙集、シーボルトが復刻した『書言字考』などを参照し
ながら、独学で日本語を学びはじめた。1854年にロニーが出版した『日本語研究に必要な主要な知識
の概要（Résumé des principales connaissances nécessaires pour l’étude de la langue japonaise）』と、
1856年に出版した『日本語研究入門（Introduction à l’étude de la langue japonaise）』（表紙に『日本
語考』とも書かれている）は、ヨーロッパで初めて日本語が全体的に紹介される機会となった。この
時、『日本語考』の印刷に使用された仮名の活字（片仮名二体と平仮名二体）は、ロニーが製本工と
植字工の経験を活かして国立印刷局の銅板師マルスラン・ルグラン（Marcellin Legrand）に彫って
作らせたものである。
　1862年に文久遣欧使節がフランスを訪問した際にはその通訳を務めて、フランス国内のみならず、
使節団一行がヨーロッパを巡る時にライデン、サンクトペテルブルクなどまで一行の行く先に同行する。
また、1867年に幕府外国奉行としてパリ万国博覧会に訪問した栗本鋤雲（1822-1897）とも交流する。
1863年に東洋語学校で初代講師として日本語の講義を担当し、1868年には正式に教授に任ぜられ、
1907年に東洋語学校を退職するまで日本語を教え続ける。日本ではロニーはフランスにおける日本研
究の草分けとして知られているが、彼自身は民俗学者、東洋学者、アメリカ学者だと主張した。1859
年にアメリカ・東洋民族学協会（Société d'Ethnographie américaine et orientale, 1864年に民族学協
会と改名される）を創立し、当協会の終身書記（1873～1879年と1889～1891年会長）になり、1875年
に第１回アメリカニスト国際会議に参加しマヤ語などについて研究報告もする。一方で、ロニーは人
間的に問題の多い人物であり、著述は多いが雑駁な知識に基づく未完全なものが多く、フランス学界
では第二世代の日本研究の専門家によって学者としてロニーに対して厳しい評価が下されてきた。し
かしながら、日本語についての資料に乏しい時代において、一度も日本を訪れることなく、独力で日
本語を学習したロニーは、フランスにおける日本学・日本語の研究の発展に努力し、大きな貢献をな
したと近年再評価されている。1914年にパリ南郊のフォンテネー・オ・ローズで78歳で世を去る。

Ⅰ　レオン・ド・ロニーとその周辺
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

A　レオン・ド・ロニー書簡

　二松学舎大学に所蔵されるこれらの書簡は、いずれもロニーからマリー＝フェリシテ・ブロッセ
（Marie-Félicité Brosset, 1802-1880）へ送られたものである。ブロッセはフランスの東洋学者であ
る。コレージュ・ド・フランスでギリシャ語、アラビア語、中国語を学んだ後に、アルメニア語とグ
ルジア語の専門家となる。1836年には帝国サンクトペテルブルク科学アカデミーの会長であるセルゲ
イ・セミョーノヴィチ・ウヴァーロフ（Sergey Semionovich Uvarov, 1786-1855）に招かれ、東洋語
の教授に任命され、アカデミーの書記にもなる。1880年フランスに帰り、世を去る。アルメニアとグ
ルジアについて200点以上の作品を残し、その中、1848-58年に出版された『グルジア史（Histoire de 
la Géorgie）』が最も知られている。

＊＊＊

　この書簡コレクションは、ロニー自筆の書簡が９通で、８通はフランスからサンクトペテルブルク
へ送られたもので、１通は第3回国際東洋学者会議に参加するためロシアに来たロニーがサンクトぺ
テルブルクのホテル（Hôtel de la Paix）から送ったものである。書簡の他に、ロニーとスタニスラ
ス・ジュリアンとの連名で、1859年に創設されたアメリカ・東洋民族誌学会の名誉会員の称号をブ
ロッセに贈った通知（1859年７月20日付）もある。
　ロニーの筆による最初の書簡は1861年10月15日付、最後の手紙は1876年８月28日付である。いくつ
かの書簡には鉛筆で日付が書かれているが、ブロッセによる受領日の記入ではないかと思われる。ま
た、書簡のうち８通にはロニーが附属した学会・学校の用箋が使われている（民族誌学会：５通、国
際東洋学者会議：２通、東洋語学校：１通）。
　書簡の内容はロニーによるゴシケーヴィチの『和魯通言比考』の評価報告書、ロシアにある和本の
コレクション、または東洋語教育の現状、コーカサスにおける養蚕の導入についての情報を求めなが
ら、民族誌学会の活動、第１回国際東洋学者会議の紹介と誘いを報告し、日本学・日本語に関する自
らの研究活動（進歩、出版）なども伝える。

＊＊＊

　先行研究はロニーとブロッセの学術交流、またロニーとサンクトペテルブルク科学アカデミーとの
関係にほとんど触れていないが、この書簡コレクションから、ロニーにとっては東洋学について情報
を求めるため、あるいは情報を発信をするため、サンクトペテルブルク科学アカデミーの書記であっ
たブロッセとの交流が重要な意義をもったことが分かる。二人ともコレージュ・ド・フランスで東洋
語を学習し、「アジア協会」のメンバーであったので、この書簡コレクションはフランスの東洋学者
の海外ネットワークの現状とそのメンバーの活動も語るものと言えよう。
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A－① 1859年７月20日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）

A－② 1861年〔10月26日受領〕　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）

　ロニーとスタニスラス・ジュリアンと連名で、1859年に創設されたアメリカ・東洋民族誌学会の名誉会員の称
号をブロッセに贈った通知である。用箋はアメリカ・東洋民族誌学会のもので、当会の終身書記であったレオ
ン・ド・ロニーがサインしている。



89

Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

　発信時の日付は書かれていないが、一頁目に鉛筆で「1861年10月26日」と書入れがあり、ブロッセが受領した
日付を記述したのではないかと思われる。アメリカ・東洋民族誌学会の用箋が使われているが、住所は①とは
違っている。帝国サンクトぺテルブルク科学アカデミーのデミドフ賞に関する内容である。その背景は、1857年
の科学アカデミーのデミドフ賞には、ゴシケーヴィチの『和魯通言比考』（初ての本格的な和露辞典）が提出

され、科学アカデミーはロニーにこの辞典の評価を求める。ロニーの報
告書に基づきゴシケーヴィチの『和魯通言比考』がデミドフ賞を受賞さ
れ、協力したロニーに感謝を表すために、科学アカデミーはロニーにも
デミドフの金賞を贈る。しかし、ロニーは科学アカデミーの謝意が十分
ではないと感じ、アカデミーの紀要にも『和魯通言比考』の評価報告書
が収載されなかったとして、この手紙で不満をブロッセに伝えている。
　手紙に挟まれているブロッセの手書きメモには、ロニーの報告書をロ
シアで公開するべきであると書かれており、科学アカデミー紀要を確認
すると1863年にロニーの評価報告書が収載されている。

◀ブロッセの手書きメモ

A-②つづき
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A－③ 1863年10月７日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）

　住所の下にロシア語で「帝国サンクトぺテルブルク科学アカデミー」が書かれており、ロニーの印「羅尼」もある。
ロニーはブロッセを介してマーホフ（Makhov）という人物から『日本語の語彙集（Vocabulaire japonais）』な
どの和本を手に入れたことに対する感謝を表す。返礼としてロニーは共著の『コーチシナ地誌（Tableau de la 
Cochinchine）』（1862）をロシア大使館経由でブロッセに送る。手紙の本文には、アメリカ・東洋民族誌学会に
関する話もあり、ロニーはアメリカ学についての参考文献リストを作成して会員に送りたいので、ロシアにアメ
リカについての刊行物があるかどうか、またサンクトぺテルブルクにアメリカ学の専門家がいるかどうかを訊ね
ている。
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

A－④ 1864年11月６日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）

　ロニーはスタニスラス・ジュリアンから、サンクトぺテルブルクでは和本のコレクションを直ちに購入ができ
ると聞き（ブロッセがジュリアンに送った手紙からの情報）、そのコレクションについて詳しい情報を求めて
いる（文献のタイトルや辞典の有無など）。コレクションのオーナーがまもなくサンクトぺテルブルクを去るよ
うであると聞いたので、ロニーが焦っている。また、ブロッセに会員の報告書と会員名簿などを含む民族誌学会
のアニュアルレポートを送るが、ロシアに届いたら科学アカデミーにも紹介してほしいと依頼している。追伸に
は、ロニーが現在民族誌学会の図書室の目録を作成しているので、ブロッセが書いた論文を送って欲しいと依頼
している。 
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　ロニーは養蚕についての翻訳書の刊行状況を報告しながら、「アジアにおける養蚕と養蚕業の歴史」について
の序文を追加したいので、ブロッセにコーカサスにおける養蚕の導入、あるいは養蚕に関するアルメニア語とグ
ルジア語の語彙などの情報を求めている。恐らくブロッセからのこの情報を反映して、手紙の翌年に刊行された

『養蚕新説（Traité de l'éducation des vers à soie au Japon）』には、養蚕に関するグルジア語の語彙（XXXVI
頁）と、コーカサスにおける養蚕の導入（XXXV頁）が説明されている。

　ロニーはクロイツア（Kraïtzer）という友人を介してブロッ
セからもらった文献について謝意を表する。また、民族誌学会
雑誌にヨーロッパにおける東洋語教育について論文を載せたい
ので、ロシアで教えられている東洋語、教師の名前、講座の開
設年などの情報を送ってほしいと依頼している。

A－⑤ 1866年７月22日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）

A－⑥ 1867年８月25日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

　東洋語学校の用箋を使用している。
ロニーが東洋語学校の日本語講義
の教授になったことをブロッセに報告
し、自著の『詩歌撰葉（Anthologie 
japonaise）』（1871）をブロッセに献辞
したいと許可を求める。また、ロニー
はパリのレインワルド（Reinwald）
書店経由で、『養蚕新説』の高級版
（王立印刷局による1868年に刊行さ
れた版）と、『東洋雑録（Variétés 
Orientales）』（1868）の２冊をブロッ
セに送るが、無事にロシアに届いた
ら、次回は自著の日本語教科書であ
る『日本語講義（Cours de japonais）』

（1869）も贈呈したいと書き送って
いる。

A－⑦ 1869年11月23日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）
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A－⑧ 1873年７月４日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）

　第１回国際東洋学者会議の用箋を使用している。ロニーは同年９月１日開催される第１回国際東洋学者会議に
ついて紹介する。第１回国際東洋学者会議の委員会は外国から来る学者、学院、アカデミーなどの名簿を作って
いるところなので、ブロッセを介して、ロシアの学者も会議に誘いたいと依頼している。また、会議の会費など
も説明されている。追伸には、贈呈した『詩歌撰葉』がロシアに届いた受領通知をもらっていないので、確認を
してほしいと記している。
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

　1873年7月4日日付の手紙に対してブロッセの返事が届い
たので、ロニーが謝意を表する。第１回国際東洋学者会議
のチラシも添付しており、同会議を科学アカデミーに伝え
てほしいと依頼する。ロニーは「文明化された国々」の中
から、まだロシアの学者のみ会議に登録していないので、
改めてブロッセの協力を求めている。もしロシアの学者が
会議に参加すれば、電車賃の割引特典（50%割引）がある
などと説明する。

A－⑨ 1873年８月12日付　ブロッセ宛書簡　ロニー書簡（SRF）

　サンクトぺテルブルクのホテル・ドゥ・ラペ（Hôtel de la Paix）から送られたもの。ロニーは第３回国際東
洋学者会議に参加するためサンクトぺテルブルクにおり、都合が合えばブロッセに会いたいと書いている。

A－⑩ 1876年８月28日付　ブロッセ宛　ロニー書簡（SRF）
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B　レオン・ド・ロニー著作

　1852年に東洋語学校に入学した同年、ロニーは初めての論文「インド半島の種々の聖文字について
考察」を出版する。２年後、即ち17歳のときから『日本語研究に必要な主要な知識の概要』の著書を
発表し、日本語・日本学について小冊子と、さまざまな分野の著作に関する翻訳を晩年までに次々に
出版する。日本学・日本語に関するロニーの代表的な研究には、次のようなものがある。

『日本語研究入門（Introduction à l’étude de la langue japonaise）』（1856）
『�日本の百科辞典ワカン・サンサイ・ヅエ〔和漢三才図絵〕（Notice ethnographique de 

l’encyclopédie japonaise Wakan-san-saï-dzou-yé）』（1861）
『日本文集（Recueil de textes japonais）』（1863）
『日本語会話案内（Guide de la conversation japonaise）』（1865）
『日本語講義（Cours de japonais）』（1869）
『�日本語研究のための易しい、段階的な日本語作文（Thèmes faciles et gradués pour l’étude de 

la langue japonaise）』（1873）
『養蚕新説（De l’éducation des vers à soie au Japon）』（白川寅太郎原著の仏訳, 1868）
『�日本詩歌－日本列島の古代、近代詩歌（Anthologie japonaise, poésies anciennes et modernes 

des insulaires du Nippon）』（1871）
『「もみじの葉」日本人の歴史、文学、科学、芸術に関する研究（Feuilles de Momidzi; études sur
　l’histoire, la littérature, les sciences et les arts des Japonais）』（1901）

　1852年から1904年までにロニーは著書約60点、論文約100点を発表しているが、しばしば題を変え
て同じ内容のものを出すことも多い。

Ｂ－① レオン・ド・ロニー著『和漢字洋訳（Dictionnaire des signes idéographiqes de la Chine）』
1867年パリ京都東学所石印　1冊（SRF471700032）
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

　1867年パリ京都東学所石印『和漢字洋譯（Dictionnaire des signes idéographiques de la Chine）』は、1867年
に刊行された石版刷の漢仏辞典である（22×13.5センチ）。表紙には漢字で「羅尼揖著　丁敦齢抄　和漢字洋譯
　巳里京都　東学所　石版刷　法国西紀一千八百六十三年」と書かれている。丁敦齢という人物はマカオの司教
カレー（Calley）の命によって中仏辞書編纂のためにフランスに派遣された中国人である。彼はフランスでテオ
フィル・ゴーティエ（Théophile Gautier, 1811-1872）に出会って、ゴーティエの娘と、フランスにおける中国針
灸医学の受容に最も影響を及ぼしたジョルジュ・スリエ ・ド・モラン（George Soulié de Morant, 1878-1955）
にも中国語を教えたという。ロニーはゴーティエの家を訪ねた時に丁敦齢に初めて出会い、日本語の教科書の編
集の際に丁敦齢の協力を得た。
　『和漢字洋訳』にはいくつかのバージョンが存在しており、ベンジャミン・デュプラ（Benjamin Duprat）出
版社はロニーの辞典を2巻に分けて序文と付録が付いていないバージョンを1864年に初めて刊行し、同年は序文
と付録が付いているバージョンも刊行する。1867年にメゾンヌーヴ（Maisonneuve）出版社によって『和漢字
洋譯』が改めて出版される。展示品のバージョンは1867年刊行版で、仏語の序文と、「倭字」、「十干、十二支」、

「地名」、「大日本年号索引」、「大数名」、「本朝通俗姓氏」など
の付録があり、各頁にノート用の方眼紙を綴じ込んで製本して
ある珍しい学生用特別版である。

　一つのページには「アンリ・リユイ（Henri Rouilly）」、「日本
語講座（Cours de Japonais）」、「東洋語学院　リール通り（École 
des Langues orientales rue de Lille）」、「3年生（Élève de 3ème 
année）」と書いてあるので、この辞典の所有者は東洋語学院で
ロニーの日本語講座に出席した３年生だとわかる。

　各漢字には横に日本の通用字音をカタカナで書いてある。また、収録されている8159個の漢字のうち、最初の
338個までの漢字の下にフランス語訳が印刷されているが、338個以降は所有者アンリ・リユイの手によってフ
ランス語訳が書かれている（リユイが学んだ漢字のみ）。この二松学舎大学所蔵『和漢字洋譯』は19世紀後半の
ヨーロッパにおける日本語学習のプロセスを理解するための貴重な資料である。

◀▼所有者アンリ・リユイの書入
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Ｂ－② 白川寅太郎原著　レオン・ド・ロニー訳『養蚕新説（De l’éducation des vers à soie au 
Japon,）』1868年刊　1冊（SRF471700031）

　フランスの蚕業は13世紀ごろから始まるが、ドイツ人フラン
ツ・フォン・シーボルトが持ち帰った上垣守国の『養蚕秘録』
のフランス語訳は1848年に出版されたことによって、日本の養
蚕技術がヨーロッパに紹介される。フランスの養蚕業の最盛期
である1853 年には産繭額が 2.6 万トンに達するが、1860年ご

ろ、蚕病の防除は重要な課題となり、日本の養蚕業に再び注目を向けさせることになる。1866年にル
イ＝ピエール・ルイエ・クールベ（Louis-Pierre Rouillé-Courbe, 1797-1883）の『日本の蚕飼育の教育
に関する実践的手引き（Instruction pratique sur l’éducation des vers japonais）』が出版されて、蚕
の品種と蚕の育成法など日本の養蚕が実践的に紹介される。同じ頃フランス国内の養蚕業の発展のた
めに、フランスの農業商業省はロニーに白川寅太郎の『養蚕新説』の仏訳を要請した。『養蚕新説』
の仏訳は1868年に刊行されて、標題紙にはフランス語書名が『日本に於ける蚕の飼育の説明（Traité 
de l’éducation des vers à soie au Japon）』と書いてある。内容は養蚕の世界史を紹介する序、『養蚕
新説』の仏訳、原本と翻字（ローマ字化）、農業商業省への報告書、カラーの22図なども載せている。
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

Ｂ－③ レオン・ド・ロニー訳『詩歌撰葉』（Si-Ka-Zen-Yô, Anthologie japonaise, poésies anciennes et modernes des 
insulaires du Nippon）』1871年刊　1冊（SRF471700030）

　1871年に刊行された和歌の翻訳・解説書で
ある。本の冒頭にはマリー＝フェリシテ・ブ
ロッセへ献辞が書いてある：「ブロッセさん
へ、帝国サンクトぺテルスプルグ科学アカデ
ミーの会員で、ヨーロッパのグルジア学を創
設した人、経緯と友誼、翻訳者からの言葉、
レオン・ド・ロニー」（書簡⑦も参照）
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Ｂ－④ レオン・ド・ロニー訳『中華古今採（Tchoung-Hoa Kou-Kin Tsaï, Textes chinois anciens et 
modernes traduits pour la première fois dans une langue européenne）』1874年刊　1冊（SRF471700033）

　「孔子教」、「妙法蓮花経」、「仏教」、「東方島」、「諸番志」、「三才図会」など、中国のいくつかの代表的なテ
キストがフランス語で紹介されて翻訳されている。序文には中国語を20年間勉強したと説明し、「事前に中国語
の基礎をしっかり学ばないと、日本の文学傑作の意味が理解できない」と主張する（5頁）。翻訳文の後に、石
版刷によって原本のテキストも載せられている。



2021

Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

Ｂ－⑤ レオン・ド・ロニー訳『実語教・童子教（Zitu-go kyau, L’Enseignement des vérités et Dô-zi 
kyau, l’Enseignement de la Jeunesse）』1878年刊　1冊（SRF471700034）

　『実語教』と『童子教』の仏訳であり、ロニーは「実語教」の著者を空海であると序文に説明している。また、
この翻訳は児童教訓書というジャンルの紹介でありながら、日本の思想の変遷のイントロダクションでもある。
　以下は左に本文の書き下し文（左上）と翻字（ローマ字化、左下）、右にフランス語訳（右上）と、翻字（拼
音化、右下）。
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C　クラプロート書簡

　ユリウス・ハインリヒ・クラプロート（Julius Heinrich Klaproth, 1783−1835）は、ドイツに生ま
れ、フランスで活躍した東洋学者。文献学、 歴史学、地理学の専門家でもある。14歳ごろ、ベルリ
ンの王立図書館に所蔵されていた中国書籍に興味を持ち、独学で中国語を勉強し始める。1802年に
『アジア雑誌（Asiatisches Magazin）』を刊行し、東洋学者の注目を引く。1804年はポーランドの
貴族ポトツキ伯爵の知遇を得、サンクスペテルブルク科学アカデミーに招かれて、当アカデミーの会
員になり、東洋語の教授に任じられる。翌年、アムール川の航行権の交渉のためロシアが使節団を
清国に派遣する際に、クラプロートが随行学術隊員としてポトツキ伯爵に招かれる。使節団が5ヶ月
間イルクーツク（Irkutsk）に滞在する間に、クラプロートはロシアに漂着した新蔵（ニコライ・コ
ロトゥイギン、1758-1810）から日本語の手ほどきを受け、また大量の中国語・蒙古語・満州語の本
と、若干の日本語の本を入手する。1807年にはロシアのコーカサス探検隊にも随行し、そこでの調査
結果を後年いくつかの著書に報告する。1815年にパリに移り、当初はアベル・レミュザと同居した。
1835年に世を去るまでパリで活躍をした。

　主な著作は次のようなものがある：
　　『�1807・08年のコーカサス及びグルジア旅行（Reise in den Kaukasus und Georgien in den 

Jahren 1807 und 1808）』（1812–1814, 独文. 1814年英訳, 1823年仏訳）
　　『�東コーカサスの歴史と地理（Geographisch und historische Beschreibung des östlichen 

Kaukasus）』（1814, 独文. 1827年仏訳）
　　『紙幣の起源（Origin of paper-money）』（1823, 英文）
　　『アジア歴史地図（Tableaux historiques de l’Asie）』（1823, 仏文）
　　『アジア・ポリグロッタ（Asia polyglottal）』（1823, 仏文. 1829年独訳）
　　『アジア論集（Mémoires relatifs à l'Asie）』（1826-1828, 仏文）
　　『グルジア語彙と文法（Vocabulaire et grammaire de la langue géorgienne）』（1827, 仏文）
　　『満文選（Chrestomathie mandchou）』（1828, 仏文）
　　『日本王代一覧（Annales des empereurs du Japon）』（1834, 仏文）

＊＊＊

　二松学舎大学が所蔵するクラプロート自筆書簡は22通あり、21通はフランス語で、１通はドイツ語で
書かれている。22通のうち、11通の受信者がわかる。その中の６通がアントワーヌ＝ジャン・サンマル
タン（Antoine-Jean Saint-Martin, 1792-1832）へ送られた。サンマルタンはアルメニア学の専門家であ
り、クラプロートとともに「アジア協会」の創設メンバーで、1832年コレラで急逝するまで機関誌の編
者を勤めている。これ以外の書簡は、『人名大事典』（Biographie Universelle, 1811-62）を編集し、出
版した作家・歴史家のルイ＝ガブリエル・ミショー（Louis Gabriel Michaud, 1773-1858）、ドイツの
画家、探検家であるルイ・ホリス（Louis Choris, 1795-1828）、植字工、言語学者であるジャン＝ジョ
ゼフ・マルセル（Jean-Joseph Marcel, 1776-1854）などへ送られたものである。また、1832年８月10
日付の書簡は受信者の名前が書かれていないが、内容から判断してフィリップ・フランツ・フォン・
シーボルトと思われる。書簡の主な内容は書籍の貸借、雑誌への寄稿、活字の製作などである。
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Ⅰ レオン・ド・ロニーとその周辺

C－① 1823年９月４日付　ルイ・ホリス宛　クラプロート書簡（SRF）

　ドイツ語で書かれている。ドイツの画家と探
検家であるルイ・ホリス（Louis Choris, 1795-
1828）から贈られた物に対する礼状である。
ホリスへの返礼として、自著『1807・08年の
コーカサス及びグルジア旅行（Reise in den 
Kaukasus und nach Georgien in den Jahren 1807 
und 1808）』（1812）、『アジア・ポリグロッタ
（Asia polyglotta）』（1823）と、『アジア歴史地
図（Les tableaux historiques de l’Asie）』（1826)
を送っている。

C－② 1832年８月10日付　〔シーボルト〕宛クラプロート書簡（SRF）

　受信者の名前が書かれていないが、フィリップ・
フランツ・フォン・シーボルトであると思われる。
クラプロートはファン・デル・カペレン（Le Baron 
van de Capellan, 前蘭領東インド総督）からシーボ
ルトが日本に関する大著の準備で余裕がないと聞い
た。またクラプロートはシーボルトへ１年以上前に
手紙と刊行物を送ったが何も返事がなかったから、
既にオランダを去ったのではないか訊ねている。ク
ラプロートが預かっているシーボルトの原稿を返送
し、併せてファン・デル・カペレンとファブリカス
（Fabricius？）が所有する日本に関する資料と、自
著の論文を送る。続けて、クラプロートは以前シー
ボルトとの交信を通じて何冊か日本の書物を譲って
もらうという話があったが、『都会節用百家通』も
頂きたいと伝え、日本の神話史に関する論文がすで
に刊行されたこと、現在印刷中の『日本王代一覧』
も年末までに刊行できることを報告する。さらに日
本人の起源に関する論文も刊行して送るつもりだと
伝える。
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　アントワーヌ＝ジャン・サンマルタンへ送られた書簡。クラプロートは印刷するため中国の活字を彫刻する作業
が終わっていないので、土曜日までに紙幣についての論文をサンマルタンに送ることができないと報告している。

C－③ 1822年10月18日付 アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛
クラプロート書簡（SRF）

C-②つづき
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C－④ 1830年５月23日付 フランソワ・ベルナール・シャルモワ宛
クラプロート書簡（SRF）

　東洋学者のフランソワ・ベルナール・シャルモワ（François Bernard Charmoy, 1793-1869）ヘ送られた書簡。
クラプロートはイアキソフ・ビチューリン（Hyacinth Bichurin）の地図を付録した『北京誌（Description de 
Péking）』のロシア語版と、フランス語版をサンクトペテルブルクでシャルモワに購入して送ってほしい。しかし
地図は破損するおそれがあるので、裏打ちして折り畳んだ上で発送するように指示している。

　年は不明で、受信者の名前も書かれていない。１ページ目に、グ
ルジア語の文字（８字）が書かれている小さい紙が貼ってある。書
簡の内容は、クラプロートが満州語の活字の鋳造のために当日午後
１時にアベル・レミュザの家に行くが、受信者が印刷局について興
味を見せていたので、一緒にレミュザの家に行った後に印刷局にも
行かないかと誘っている。手紙に貼られている紙はグルジア語の字
の試し刷りであるが、受信者の意見を求めており、クラプロートは
少し訂正が必要だろうと考えているようである。

C－⑤ １月15日付 クラプロート書簡（SRF）
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C－⑥ 12月５日付 アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛
クラプロート書簡（SRF）

　年は不明。アントワーヌ＝ジャン・サンマルタンへ送られ
た書簡。クラプロートは『アルゲマイネ・ツァイトゥング
（Allgemeine Zeitung）』に出版された自作の『アジア・ポリ
グロッタ（Asia Polyglotta）』の書評を翻訳し、その翻訳文を
次回の『アジア協会機関誌（Journal Asiatique）』に載せたい
ので、サンマルタンに４～５ページの余裕があるかどうかを
聞いている。追伸に月曜日の朝に論文のコピーも渡せると記
述されている。

その他のクラプロート書簡のリストと概要

⑦1816年5月16日付　ルイ＝ガブリエル・ミショー（Louis Gabriel Michaud, 1773-1858）宛 
　『人名大事典（Biographie Universelle）』（1811-62）の項目について。ルイ＝ガブリエル・ミ
ショーは作家、歴史家、ブックセラーであり、『人名大事典』を編集し、出版した。『人名大事典』
にはアベル・レミュザの手になるアジア関係の項目が多いが、アルファベット「T」以降は殆どク
ラプロートが執筆したものである。

⑧�1820年５月12日付　アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛。ロシア語のグルジア地図の返却につ
いて。

⑨�1823年３月17日付　受信者の名前が書かれていない。「タルクの銘刻（Inscription de Tarkou）」
について。

⑩1823年６月２日付　受信者の名前が書かれていない。グルジア語活字の鋳造について。

⑪�1823年10月９日付　受信者の名前が書かれていない。『アジア学雑誌（Asiatic Journal）』の貸出
と、「中国への使節（Les Ambassades en Chine）」の印刷のためにプロスパー・ドンデ・デュプ
レ（Prosper Dondey Dupré）に活字の郵送。プロスパー・ドンデ・デュプレ（1794-1834）は印刷
家、東洋語の専門家、アジア協会のメンバーであり、東洋語を専門とする出版社を設立した。私企
業としてフランスでは初めてである。
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⑫�1824年６月26日付　受信者の名前が書かれていない。アルスナル図書館（Bibliothèque de 
l’Arsenal）から借りた『アナミティク辞典（Dictionnaire Anamitique）』の郵送、マルティノ・マ
ルティニ（Martin Martini, 1614-1661）の『中国地図帳（Atlas Sinensis）』の貸出などについて。

⑬�1824年７月７日付　受信者の名前が書かれていない。マルティノ・マルティニの『中国地図帳』の
貸出などについて。

⑭�1824年９月付　受信者の名前が書かれていない。「ノヴゴロドの門（Les portes de Nowgorod）」
について。

⑮�1827年１月26日付　ジャン＝ジョゼフ・マルセル（Jean-Joseph Marcel, 1776-1854）宛。コプト語
新約聖書の購入、ピエリオ・ヴァレリアーノ（Pierio Valeriano）の『ヒエログリフィカ（Pierii 
Hieroglyphica）』（1556年）の貸出について。ジャン＝ジョゼフ・マルセルは植字工、技師、言語
学者である。ナポレオンのエジプト遠征に随行し、ロゼッタ・ストーンを調査した最初の研究者の
一人である。

⑯1829年８月31日付　受信者の名前が書かれていない。ジョージアのイメレティ州の地図について。

⑰�３月25日付　受信者の名前が書かれていない。送られた雑誌の一枚の返送、ロシア語の文献の目録
の貸出について。

⑱�６月３日付　アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛。ドイツ語で刊行されたクラプロートの『東
コーカサスの歴史と地理』の郵送について。

⑲�７月24日付　受信者の名前が書かれていない。サンクトペテルブルグからフラエン氏（Monsieur 
Fraehn）から手紙の受領などについて。

⑳�10月８日付　アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛。バルック（Barque？）の返却と、「Mayren 
Armenien」という単語の意味について。

㉑�12月８日付　アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛。『アルゲマイネ・ツァイトゥング（Allgemeine 
Zeitung）』の記事の郵送、『ロンドンのアジア協会雑誌（Journal Asiatique de Londres）』12月号の
貸出について。

㉒�日付と受信者の名前が書かれていない。キルヒャー（Kircher）のコプト語の辞書の貸出、雑誌
（『アジア協会機関誌』？）の値段などについて。アタナシウス・キルヒャー（Athanasius Kircher, 
1601-1680）は17世紀のドイツ出身の学者、イエズス会司祭。ヒエログリフの科学的研究と読解に
取り組んだパイオニアとしても有名である。
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D　欧州刊行漢籍類

Ｄ－① 蘭・ヨハン・ヨーゼフ・ホフマン編　津田真一郎・西周助同校『大学和字旁訓』
1864年　ライデン刊　1冊（SRF471800050）

　ヨハン・ヨーゼフ・ホフマン（Johann Joseph Hoffmann、
1805-1878）はドイツ・ヴュルツブルクに生まれ、ヴュル
ツブルク大学で文献学を学んだのち、オランダでフィリッ
プ・フランツ・フォン・シーボルト（Philipp Franz Balthasar 
von Siebold、1796-1866）に出会い、以後、シーボルト
の助手、協力者となり、東洋学、日本語学の研究者とし
て活躍した。1868年にはその研究をまとめ『日本語文典
（Japansche Spraakleer）』を出版したほか、日本語研究
の著作には『日本研究』『日本書誌』（シーボルトと共著）
などがあり、その研究はロニーの師ジュリアンらから注目
された。展示品は、ホフマンが、当時日本から留学してい
た津田真一郎（真道、1829-1903）、と西周（周助、1829-
1897）の協力を得て出版したもので、朱熹章句『大学』に
返点を付し、書き下しを片仮名で傍訓にした漢文部と、そ
の訓読をローマ字表記したローマ字部の２部構成となって
いる。ホフマンは、1855年にライデン大学の初代日本学教
授となり、津田真道、西周は1862年（文久2）にライデン
に留学し、ホフマンやシモン・フィッセリングからその教
授を受けた。
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Ｄ－② 梁・周興嗣撰『千字文（Tsian dsü wen）』　1840年ライデン刊　1冊（SRF471800048）

　『千字文』は、初学者を対象とする書道の手本、また漢字習得用の教材で、南朝・梁の武帝が文官の周興嗣に
作らせたものである。周興嗣は、能書家として知られる東晋の王羲之の真蹟から１字の重複もなく1,000字を選
び、「天地玄黄　宇宙洪荒」からはじまり「謂語助者　焉哉乎也」で終わる四字句計250句の韻文とした。その内
容は天文、地理、政治、経済、社会、歴史、倫理など森羅万象に及ぶ。日本にも早くから齎来し、漢字を学ぶ際
の手本とされ、江戸時代には各句の右側に音、左側に訓を付した和刻本も出版された。朝鮮では各字に朝鮮語に
よる訓と朝鮮漢字音をハングルで記したものが出版され、日本でもそれをもとにした和刻本が出版された。この
朝鮮版『千字文』の和刻本を目にしたシーボルトは自国に持ち帰り、それをもとにライデンで出版したものが展
示品の『千字文（Tsian dsü wen）』で、ハングルと片仮名による音訓が付されている。本書はシーボルトが助
手のホフマン、郭成章の協力を得て、1833～41年にかけてオランダのライデンで刊行した『Bibliotheca Japonica

（日本叢書）』のひとつで、本書のほか後出『新増字林玉篇』など6種の辞書類が刊行された。

　周興嗣の『千字文』は、相異なる1,000字の
四字句からなり、その読み書きを通してそれを
習得する教学書として広く普及した。日本に伝
来後、特に江戸期には時世に合わせたさまざま
な「千字文」が往来物として出版された。その
ひとつ『世話千字文』にもまた同名異書が複数
あり、またそれらの注釈書も出版された。展示
品は、草書楷書二体に音訓２種の傍訓と、巻頭
に絵入りの和文を付して出版されたもので、ロ
ニーも同版を所蔵していた。ロニーは漢籍のほ
か日本文献も多く所蔵し、『千字文』関係には
本書のほか『千字文講釈』『世話万字文』などが
ある。

参考：〔尼崎屋吉兵衛〕書『世話千字文』
　　　　天保５年（1835）刊　弘化３年（1846）大坂河内屋喜兵衛等印本　1冊（SRF471600124-7）
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　南朝梁・顧野王（519-581）の撰により大同9年（543）に成立した字書『玉篇』は、16,900余字を542の部首に
分け、各字に反切と古字書の注解などによる字義を示したものである。原本は一部日本に古写本が伝わるのみで
散逸し、現在通行する『玉篇』は北宋の陳彭年、呉鋭らが勅命により編した『大広益会玉篇』である。日本に
与えた影響は大きく、空海（774-835）の『篆隷万象名義』は原本『玉篇』を抜粋したもので、室町時代に成立
した部首引き漢和辞典『倭玉篇』は慶長年間以降『大広益会玉篇』に倣い部首が整理された。また江戸時代に
は『大広益会玉篇』を改訂増補した毛利貞斎（生没年不詳）による『増続大広益会玉篇大全』（安永9〈1780〉
刊）が出版されたほか、鎌田環斎（1753-1822）による『字林玉篇（字林玉篇大全）』（安永9〈1780〉刊）など
『玉篇』に基づく漢和辞典が出版された。『字林玉篇』はその後、環斎自身の改訂増補のほか、幾種もの新版が
出版された。展示品はその『字林玉篇』の改訂版『新増字林玉篇大全』のライデン版で、前出『千字文』と同じ
く、シーボルトが刊行した『Bibliotheca Japonica（日本叢書）』のひとつで、ホフマンと郭成章にかかるもので
ある。ホフマン旧蔵には毛利貞斎『増続大広益会玉篇大全』（安永9〈1780〉刊）、三浦道斎（茂樹、1778-1860）

『（新鐫／校正）増補字林玉篇大全』（安政3〈1856〉刊）があり、それらをもとにしたのであろう。ロニーはこ
の２書の他『大広益会玉篇』、朝鮮版『全韻玉篇』などの『玉篇』関連文献を所蔵していた。

Ｄ－③『新増字林玉篇（�esaurus literarum ideographicarum）』　1833年ライデン刊　1冊（SRF471800049）

参考：三浦茂樹（道斎）編
『新鐫校正増補字林玉篇大全』
　安政３（1856）年大坂敦賀屋九兵衛等刊本
　1冊（SRF471600126）

　鎌田環斎『字林玉篇』の改訂版。
　ホフマン、ロニー旧蔵と同版。
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　林子平（はやし しへい、1738～1793、名は友直、別号六無斎主人）は、洋学者・海防論者。元幕臣岡村良通
の子で、姉が仙台藩主の側室となった縁で、自身も仙台藩士となる。同藩医工藤平助や塩釜神社神官藤塚知明ら
と交わり、長崎・江戸等に遊学して、他に先駆けて海防の重要性を唱えた。その著書『三国通覧図説』『海国兵
談』は国事への容喙を咎められて幕府から発禁・絶版とされ、林子平も蟄居処分のなか没した。しかし『三国通
覧図説』はヨーロッパに伝えられて、アベル・レミュザは同書から引用して小笠原諸島（ボニン島）の存在を紹
介し、クラプロートは同書をフランス語訳した。国内でも写本によってひそかに流通し、『海国兵談』は幕末期
に木活字本として再刊されている。

① 林子平著『校正海国兵談』10巻　天明6年（1786）成、嘉永6年（1853）序　木活印本
10冊（SRF471500352）

Ⅱ　幕末期の海外情報
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② 清・七十一撰『西域聞見録』8巻　乾隆42年（1777）序原刊、寛政13年（1801）畑金雞加点再刊
3冊（SRF471800099）

　大田錦城の序によれば、本書は考証学者吉田篁墩が清朝新
刊書籍の中で余蕭客撰『古経解鉤沈』、盧文弨校『逸周書注』
と並んで高く評価した著作であった。和刻本『西域聞見録』
には、上欄に西域の地名等に関する加注があり、しばしば紀
昀撰『閲微草堂筆記』からの引用がある。また本書は、その
改題後印本『西域記』がレオン・ド・ロニーの旧蔵書中に見
出され、19世紀欧州東洋学者の間でもよく読まれた著作で
あった。日本では天明期の北方問題以降、辺境への関心が高
まっており、欧州学者の東洋学研究においても東西の境界域
に対する関心が高く、漢籍を媒介として期せずして両者の関
心が交差していると言える。

参考：清・紀昀撰『姑妄聴之』4巻『閲微草堂筆記』之一
　　　乾隆58年（1793）序刊本　4冊　☆
　紀昀の文言小説『閲微草堂筆記』は、単刊された５種の筆記を合刻
して出版（嘉慶5年（1800）寛政12年）する際に、著者自身が命名した
書題。その単刊本とは、『灤陽消夏録』12巻（1790）、『如是我聞』4巻
（1791）、『槐西雑志』4巻（1792）、『姑妄聴之』4巻（1793）。同書には
著者のウルムチ配流時期の見聞を反映してか、辺境の話が散見される。
異境の風聞は、清朝の読書人のみならず、江戸後期の読書人にとって
も、その知的興味を刺激するものであったと想像され、発刊後すぐに伝
来し、寛政中から我が国でよく読まれた。

▲『姑妄聴之』からの引用（巻5）
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③ 清・魏源撰『海国図志』　嘉永7年（1854）安政元年至3年（1854-56）刊
（SRF471500357、471500358、471500354、471500360）

　対外問題に揺れる清朝にあって、阿片戦争（1840-1842）勃発の引き
金となった林則徐（1785-1850）は、海外事情を理解するため、西洋の
地理書、法律書に通じ、自ら漢訳書『四洲志』を著した。そしてその
書を盟友魏源（1794-1856）に託し、地誌書の編纂を依頼した。魏源は
『四洲志』はじめ複数の漢訳洋書をもとに、道光22年（1842）、世界
情勢の紹介と自国の近代的軍備、富国強兵を訴えた世界地誌書『海国
図志』50巻を完成させた。該書はその後増補され、同27年（1847）に
60巻本、咸豊2年（1852）には100巻本が刊行された。日本には嘉永4年
（1851）に将来し、同7年（1854）に塩谷宕陰（1809-1867）、箕作阮甫
（1799-1863）の訓点が付された60巻本が和刻されると、それを嚆矢と
して安政元年（1854）から同3年（1856）にかけて、「籌海篇」（海防に
ついて説く）ほか「印度国」「普魯社国」（プロシア）「俄羅斯国」（ロ
シア）「英吉利国」「墨利加」（アメリカ）などの一部の巻のみを抄出し
た訓点本、また片仮名漢文交じりの和解本など20種余りの単巻本が相
次いで出版された。それらは西洋事情、海防への関心が高まっていた

幕末にあって、佐久間象山（1811-1864）や
吉田松陰（1830-1859）といった幕末の志士
ら日本の政治家や知識人に大きな影響を与
えた。展示品は、塩谷、箕作の訓点が付さ
れた『海国図志籌海篇』（嘉永7年〈1854〉
刊）、『海国図志北洋俄羅斯国』（安政2年
〈1855〉跋刊）、大槻瑞卿（1818-1857、
名清禎、西磐と号す）により和訳された
『海国図志俄羅斯総記』（嘉永7年〈1854〉
刊）、そして地図のみを刊行した中山成
（元成）『弥利堅国図』（嘉永7年〈1854〉
刊）。
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　19世紀後半、清朝末期の中国では、
阿片戦争（1840-1842）、続くアロー戦争
（1856-1860）によって、欧米の近代軍
事技術の必要性を感じ、曾国藩、李鴻章
ら清朝の官僚らにより、欧米の近代科学
技術を導入して、清朝の衰退の回復、国
力の増強をはかった洋務運動がおこっ
た。その初期の推進者のひとり徐継畬
（1795-1873、字松龕）は、総督として
福建省を統治していた頃、アメリカ人宣
教師デヴィッド・アビール（雅裨理）、
イギリス領事ラザフォード・オールコッ
クとの交流や宣教師たちの著作から西洋
の情報を集め、それをもとに道光29年
（1849）、世界地誌書『瀛環志略』を著
した。「瀛」とは大海、「瀛環」とは全世
界の意。「地球図」から始まり、「皇清一

統輿地全図」と続き、アジア、ヨーロッパ、アフリカ、アメリカと各地域ごとに地図と地誌が記されている。そ
の地理の記述は前出『海国図志』より正確であったと言われる。日本にも舶載され、文久元年（1861）和刻本が
出版された。展示品は、上越・有恒学舎の創設者、増村朴斎（1868-1942）の父・度弘（信次郎）旧蔵書。

④
清・徐継畬撰　井上春洋・森荻園・三守柳圃訓点『瀛環志略』
文久元年（1861）阿波対嵋閣刊徳島宮嶋屋伊左衛門等後印本　対嵋閣蔵版　10冊
（東アジア学術総合研究所51-13）
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Ⅱ 幕末期の海外情報

⑤ 京都帝国大学文科大学編『朝鮮司訳院日満蒙語学書断簡』大正7年（1918）刊
1冊（SRF471800052）

　仁川の観測所長をつとめた気象学者和田雄治（1859-1918）は、李朝時代の気象観測記録を発見したほか、司
訳院の官版7種を含む日満蒙語学書断簡９種の古版木28枚（両面雕板）を発見し、のち京都帝国大学文化大学に
寄贈した。司訳院は朝鮮王朝時代、外交実務を担当し、漢語、清語（満洲語）、蒙語（モンゴル語）、そして倭語
（日本語）の通訳の養成に資するため、語学書（訳語書）の編纂をしていた部署で、その廃止後、版木が散逸
したとみられる。本書はそれら古版木を新たに刷り刊行したもので、日本語学書の『改修捷解新語』（14葉）
『捷解新語文訳』（２葉）『隣語大方』（４葉）、満州語学書の『漢清文鑑』（２葉）『（新訳）清語老乞大』（８葉）

『（重刊）三訳総解』（18葉）、蒙古語学書の『蒙語類解』（２葉）『蒙語老乞大』（4葉）『蒙語捷解』（２葉）の
全９種56葉。いずれも稀覯書で、なかで『漢清文鑑』の一部は、パリの東洋語学校（École spéciale des langues 
orientales）附属図書館に所蔵されるという。

▲上段右：『改修捷解新語』　左：『漢清文鑑』
◀下段：『蒙語老乞大』



35

⑥ 佐藤信淵述『禦侮儲言』　芳野金陵写本　1冊（芳野525）

　佐藤信淵（1769-1850、字元海、椿園と号す）は経世家として、天
保12年（1841）、日本の水軍充実の必要性を説く海防書『禦侮儲言』
を著した。本書はロシアとイギリスを仮想敵国とし、その科学技術と
軍事力の優位性を認めた上で、その両国の打倒を目的とし、鄭氏台湾
軍がオランダ軍船を撃破した例などを絵入りで示し、西洋の大艦に勝
つためには、多数の小舟による連携と大砲の運用が有効であると唱え
た。展示品は昌平黌の教授で文久三博士の一人、芳野金陵（1803-1878）
が書写したもので、この他金陵の旧蔵には後出の古賀侗庵『海防臆
測』と田中万春『禦虜索』、同じく万春の『恢国論』などの海防、外事
関係資料が散見し、外事、海防についての関心の高さが窺える。
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Ⅱ 幕末期の海外情報

⑦ 古賀侗庵著『海防臆測』（「極論時事封事」合収）　芳野金陵写本　1冊（芳野524）

⑧ 田中万春著『禦虜策』　明治30年（1897）秋野庸彦写本　1冊（芳野526）

　寛政の三博士の一人古賀精里（1750-1817）の三男で幕府
の儒者を務めた古賀侗庵（1788-1847、名煜）は、渡辺崋山
（1793-1841）や高野長英（1804-1850）らと交流し、独自の開
国論を展開した。天保９年（1838）に著した『海防臆測』で
は、イギリスの対外政策に着目し、それを範として日本は海軍
力を強化して貿易による富国をすべきと述べている。展示品
は、前出『禦侮儲言』と同じく芳野金陵の手になるもので侗庵
父精里が蝦夷・長崎におけるロシア・イギリス両国の不法行
為を記した「極論時事封事」と同時期に書写し合綴している。

　田中万春（1772-1822、名は政均〈まさひら〉）は、出羽
鶴岡に生まれ、暦算、地理、また西洋事情に通じ、文化4年

（1807）、ロシアの蝦夷地侵攻に際し、その対処策『禦虜策』
を著し、幕府に提出した。また渡辺崋山と親交があり、「万国
形勢大編年」を著した。展示品は前出『禦侮儲言』『海防臆
測』と同じく芳野金陵旧蔵。
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　前掲・林子平著作『海国兵談』『三国通覧図説』は、幕府によって発禁・絶版処分となったが、その見識を評
価する人々も少なくなかった。展示品は、『海国兵談』『三国通覧図説』の借覧希望に応えて、林子平が手元に
残してあった一部を貸与して書写せしめた時の書簡。この拓本は、仙台郷土史料の保存に尽くした飯川勤の作成
にかかるもので、支倉常永らの慶長遣欧使節の文書の複製と合綴して１巻とされている。

（翻印）九月廿八日貴翰相達、拝見仕候。愈御壮健、恭喜大慶。小子病気も少々快方ニ相成申候。
一兵談幷三国通覧相届候段、被入御念被仰下、承知。先頃も申達候通り、御写候とも御取急キに不及候。
寛々御写シ可被成候。去年中ニ候ハヽ一部や二部ハ進上可仕候処、御存の通、当時ハ絶板被仰付候ニ付、払
底物ニ相成、手前ニも此一部外無之候故、乍残念進上ハ仕難候。種本ニ残し置可申候。必御急キニ不及候
間、ゆるゆる御うつし可被成候。
一石搨の御礼被仰下、被入御念候御事。又々段々すり候間、たまり候ハヽ追々進上可仕候。逐日上手ニ相な
り申、此中尊父公へも宜ク御申達可被下候。萬々御登仙之節、寛々可得芳慮候。草々御報申達候。御登仙候
ハヽ、必御立より可被下候。以上。十月五日　林子平
亘理右仲様

① 林子平書簡拓本　（寛政4年〈1792〉10月5日付、亘理右仲宛、明治期作成）☆

Ⅲ　幕末明治期の洋学者・対外関係者の筆跡
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Ⅲ 幕末明治期の洋学者・対外関係者の筆跡

（翻印）朶雲飛来忝拝誦致候。時下緑陰之候ニ相成候處、愈御萬福被成御起居、奉遥賀候。僕依舊候。御安
意可被下候。然ハ其御地江罷出居候同藩目黒某ゟ序文改竄之事御轉嘱致候由、即同人書も相添御遣被下、披
閲致候。序文ハ愚評を加へ返璧致候。同人江別段返書遣し不申、謝儀之御禮宜敷被仰入被下度候。
拙江入門被致、詩作等相談被致度由、委細承領。即詩稿點閲之上返璧致候。是亦束脩之御禮宜敷奉願候。此
末何なりとも草稿御遣し候様御達し可被下候。
一　名家尺牘御集被成候ニ付、民治手簡上候様被仰下、承知仕候へとも、此翁ハ殊の外筆不調法ニ而、拙江
之文通ハ入組候用事而已。尋常暑寒之書ハ無御座、遺恨ニ御座候。南山古梁和尚之書なれば一二通所持仕
候。割愛呈上可仕、其他誰々御入用ニ候哉、僕交友中之書ハ何なりとも差上可申候。
一　一昨年新刻拙詩文集ハ御覧被下候哉。若未也レハ一部呈上仕度候。右被仰下度候。先ハ貴答迄ニ草々如
此御座候。時下寒暖不同之候、折角御自愛可被成候。恐惶頓首。　　崇　　四月初三　　本間国手　文几下

　　　諸名家俗牘之記
　　壮軒　當林祭酒
　　藕潢　林式部少輔／當祭酒之叔父
　　月堂　榊原越中守殿
　　蔣潭 祚　浅野中務少輔／當時京都町奉行
　　艮斎 信　安積祐助
　　蔣塘 培　大竹冬八
　　屏淑 興　林家塾長／河田八之助 

② 大槻磐渓書簡　（おおつき ばんけい　1801～1878、名は清崇）☆
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　大槻磐渓は儒者・洋学者。奥州一ノ関出身の蘭学者大槻玄沢の子として江戸に生まれ、葛西因是・松崎慊堂ら
に漢学を学び、仙台藩士となり、傍ら早くから開国論を唱えて西洋砲術を学ぶ。黒船来航など幕末外患の時期
に藩命を受けて江戸で活動し、また藩校養賢堂の学頭となった。戊辰戦争後に罪を問われて投獄され、出獄後は
東京で文雅の晩年を送った。展示品は大槻磐渓が水戸藩医本間棗軒や相田玄裁（未詳）に需められて、諸家の来
翰を割譲した時の書簡。大槻磐渓（本間棗軒宛）、安積艮斎（大槻磐渓宛）、大竹蔣塘（大槻磐渓宛）、広瀬旭荘
（大槻磐渓宛）、榊原月堂（大槻磐渓宛）、未詳、後藤松陰（大槻磐渓宛）、浅野梅堂（大槻磐渓宛）、大槻磐渓
（相田玄裁宛）、大槻磐渓（相田玄裁宛）、会沢正志斎（本間棗軒宛）の書簡を収録し、大槻磐渓の多彩な交際を
窺わせるに十分である。

（翻印）春中ハ御書被下、忝拝見致候。其後御報可申も、彼此延引至今日、萬御海容可被下候。時下清和之
候、愈御萬福被成御座奉賀候。御頼之拙書幷扇子共出来、差上候。御落手可被下候。潤筆忝受納、奉謝候。
尊稿も一閲之上返璧致候。扨僕交友中之俗牘上候様被仰下、座右を捜り、得十通候間、先此分上申候。又々
見出し置可申候。御禮ニハなにそ御国産可被下候。本間玄資老ゟ別紙被下候處、此迄ハ返書上ケ不申候。宜
敷御傳可被下候。斎藤順治著「蕃史」ハ、其親類之者仙臺江持越、私方ニハ無御座候間、左様御承知被下候
様存候。順治碑文ハ私認申候。若未タ御覧不被成候ハヽ、後便為寫懸御目可申候。御傳へ可被下候。先ハ用
答迄ニ草々申上候。延引之儀ハ何分御免可被下候。頓首。　四月朔　　崇　　玄裁様 足下
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仏
使
節
に
随
っ
て
渡
欧
し
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
士
官
学
校
に
学
ぶ
。
沼
津
兵
学
校
教
授
を
経
て
新
政
府
に
出
仕
し
、
岩
倉
使
節

団
に
随
行
し
て
米
欧
回
覧
。
兵
器
・
兵
学
の
専
門
家
と
し
て
砲
兵
工
廠
長
等
を
歴
任
し
、
男
爵
に
叙
さ
れ
る
。
長
男
豊
吉
は
東
京

大
学
理
学
部
教
授
、
二
男
直
次
郎
は
洋
画
家
、
嗣
孫
熊
雄
は
西
園
寺
公
望
の
側
近
と
し
て
知
ら
れ
る
。
原
田
一
道
と
レ
オ
ン
・

ド
・
ロ
ニ
ー
は
長
年
の
交
流
が
あ
り
、
リ
ー
ル
市
図
書
館
に
は
人
類
学
雑
誌
を
贈
ら
れ
た
原
田
一
道
の
礼
状
（
一
九
〇
三
年
三
月

二
五
日
付
）
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
展
示
品
は
、
谷
中
天
王
寺
墓
地
に
あ
る
山
田
方
谷
門
の
同
門
三
島
中
洲
の
撰
文
に
な
る
墓
碑
の

拓
本
と
、
幕
末
明
治
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
肖
像
写
真
で
、
西
大
島
で
原
田
家
の
墓
域
を
守
る
喜
多
村
安
正
氏
（
幕
府

医
官
喜
多
村
直
寛
の
家
系
）
の
所
蔵
に
か
か
る
。
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⑥

石
川
舜
台
書
幅
（
い
し
か
わ 

し
ゅ
ん
た
い
　
一
八
四
一
～
一
九
三
一
）
☆

　

石
川
舜
台
は
石
川
県
出
身
の
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
。
一
八
七
二
年
に
新
門
主
大
谷
光
瑩
（
現
如
）・
成
島
柳
北
・
松
本
白
華
・
関
信
三
ら
と
共
に
宗
教
事
情
視
察
の
た
め
に
渡
欧
。
同

時
期
に
パ
リ
に
滞
在
し
た
西
本
願
寺
派
の
島
地
黙
雷
ら
と
共
に
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
と
交
流
を
も
っ
た
。
大
谷
派
内
で
は
保
守
派
の
渥
美
契
縁
と
覇
を
競
い
、
巣
鴨
監
獄
教
誨
師
事
件
や

第
一
次
宗
教
法
案
反
対
運
動
な
ど
の
政
治
的
運
動
を
指
揮
し
、
ま
た
海
外
布
教
や
佛
骨
将
来
な
ど
積
極
的
な
宗
政
改
革
を
進
め
た
。
展
示
品
は
宗
祖
親
鸞
の
『
顕
浄
土
真
実
行
文
類
（
教
行

信
証
）』
の
一
節
を
揮
毫
し
た
書
。

　
　

�

菩
薩
入
初
地
、
得
諸
功
徳
故
、
信
力
轉
増
。
以
是
信
力
、
籌
量
諸
佛
功
徳
無
量
深
妙
、
能
信
受
。
是
故
此
心
亦
多
亦
勝
。
深
行
大
悲
者
、
愍
念
衆
生
徹
入
骨
體
、
故
名
為
深
。
為
一
切

衆
生
求
佛
道
、
故
名
為
大
。
舜
台
拝
書　
　
　

（
印
記
）「
河
海
不
擇
細
流
」
「
舜
台
私
印
」「
愉
翁
」

　
　

（�

菩
薩 

初
め
の
地
に
入
れ
ば
、
諸
の
功
徳
を
得
る
が
故
に
、
信
力
轉
た
増
す
。
是
の
信
力
を
以
て
、
諸
佛
の
功
徳
の
無
量
深
妙
な
る
を
籌
へ
量
り
て
、
能
く
信
受
す
。
是
の
故
に
此
の

心
亦
多
な
り
亦
勝
な
り
。
深
く
大
悲
を
行
ず
る
者
は
、
衆
生
を
愍
み
念
ふ
こ
と
骨
體
に
徹
し
入
る
が
故
に
名
づ
け
て
深
と
為
す
。
一
切
の
衆
生
の
為
に
佛
道
を
求
む
る
が
故
に
名
づ

け
て
大
と
為
す
。）
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Ⅲ 幕末明治期の洋学者・対外関係者の筆跡

⑦

福
地
桜
癡
七
絶
書
幅
（
ふ
く
ち 

お
う
ち
　
一
八
四
一
～
一
九
〇
六
、
名
は
源
一
郎
）
☆

　

福
地
桜
癡
は
、
洋
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
。
儒
医
福
地
苟
庵
の
子
と
し
て
長
崎
に
生
ま
れ
、
漢
学
・
蘭
学
を
学
び
、
海
軍
伝
習
生
に
従
い
江
戸
に
出
る
。
文
久
と
慶
應
の
幕

府
遣
欧
使
節
に
外
国
奉
行
柴
田
剛
中
に
従
っ
て
通
訳
と
し
て
随
行
。
福
地
は
福
沢
諭
吉
・
松
木
弘
安
（
寺
島
宗
則
）
ら
と
と
も
に
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
と
最
も
早
く
交
流
を
も
っ
た
日
本

人
の
一
人
で
あ
る
。
維
新
後
は
新
聞
人
と
し
て
活
動
し
、
次
第
に
伊
藤
博
文
・
山
県
有
朋
ら
政
治
家
に
も
近
づ
き
、
晩
年
は
演
劇
改
良
運
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。
展
示
品
は
七
言
絶
句
を
揮

毫
し
た
も
の
。

　
　
　

平
生
心
力
半
銷
磨　
　

無
限
煙
雲
眼
底
過　
　

昨
夜
月
明
今
夜
雨　
　

来
宵
情
事
更
如
何　
　

桜
癡
居
士
源

　
　
　
　

（
印
記
）
「
不
才
子
」
「
文
章
本
小
技
」

　
　
　

（
平
生
の
心
力 

半
ば
銷
磨
し　
　

無
限
の
煙
雲 

眼
底
に
過
ぐ　
　

昨
夜
は
月
明 

今
夜
は
雨　
　

来
宵
の
情
事 

更
に
如
何
）
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⑧

飯
塚
西
湖
五
律
書
幅
（
い
い
づ
か 

せ
い
こ
　
一
八
四
五
～
一
九
二
九
、
名
は
納
、
字
は
修
平
）
☆

　

飯
塚
西
湖
は
洋
学
者
・
漢
詩
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
右
翼
思
想
家
。
出
雲
国
松
江
藩
の
出
身
で
、
幕
末
に
江
戸
鉄
砲
洲
の
慶
應
義
塾
に
入
り
洋
学
を
学
ぶ
。
勝
海
舟
の
推
挙
に
よ
っ
て

明
治
政
府
の
徴
士
と
な
り
、
一
八
七
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
一
八
八
〇
年
に
帰
朝
。
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
、
西
園
寺
公
望
と
親
交
を
結
び
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
学
ぶ
。
帰
国
後
は

「
東
洋
自
由
新
聞
」
に
入
っ
て
民
権
運
動
に
加
わ
っ
た
が
、
次
第
に
国
家
主
義
に
傾
斜
し
、
大
井
憲
太
郎
・
権
藤
成
卿
・
内
田
良
平
ら
と
活
動
を
共
に
し
た
。
漢
詩
に
堪
能
で
、
専
ら
五
言

律
詩
を
作
り
、
奇
士
と
し
て
知
ら
れ
た
。
漢
詩
集
『
西
湖
四
十
字
詩
集
』（
権
藤
成
卿
編
）
を
遺
し
て
い
る
。
展
示
品
は
、
五
言
律
詩
を
揮
毫
し
た
も
の
。
刊
本
所
収
作
と
若
干
の
異
同
が
あ

る
。

　
　
　

江
閣
彈
琴
罷　
　

脩
然
世
外
情　
　

雲
歸
山
有
態　
　

花
落
水
無
聲

　
　
　

鷺
向
波
心
立　
　

帆
從
樹
背
行　
　

春
光
知
有
幾　
　

時
節
又
清
明　
　
　

江
閣
春
興　
　
　

西
湖
山
人
納
八
十
叟　
　
　

　
　
　

（
印
記
）
「
書
心
畫
也
」
「
納
印
」
「
伯
通
」

　
　
　

（
江
閣
に
琴
を
弾
じ
罷
り　
　

脩
然
た
り 

世
外
の
情　
　

雲
は
山
に
帰
っ
て
態
有
り　
　

花
は
水
に
落
ち
て
聲
無
し

　
　
　
　

鷺
は
波
心
に
向
っ
て
立
ち　
　

帆
は
樹
背
に
従
っ
て
行
く　
　

春
光 

知
る 

有
幾
ぞ　
　

時
節 

又
た
清
明
な
り
）
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1738 元文2 ▼林子平生（Ⅱ①Ⅲ①）。
1777 安永6 ▼清・七十一撰『西域見聞録』中国刊（Ⅱ②）。
1783 天明3 ○ハインリヒ=ユリウス・クラプロート、ベルリンに生まれる。
1786 天明6 ▼林子平著『校正海国兵談』成立（Ⅱ①）。
1788 天明8 ◇ジャン＝ピエール・アベル＝レミュザ、パリに生まれる。

1793 寛政5 ▼清・紀昀撰『閲微草堂筆記』中国刊（Ⅱ②参考）▼
林子平（56）没。

1794 寛政6 ▼魏源生（Ⅱ③）。
1795 寛政7 ▼徐継畬生（Ⅱ④）。
1796 寛政8 ◇フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト、ヴュルツブルクに生まれる。

1797 寛政9 ◇エニャン＝スタニスラス・ジュリアン、フランス中部オルレアンに生まれる。
○クラプロート（14）、この頃、独学で中国語の勉強を始める。

1801 享和元 ▼『西域見聞録』和刻（Ⅱ②）▼大槻磐渓生（Ⅲ②）▼
林復斎生（Ⅲ③）。

1802 享和2 ○クラプロート（19）『アジア雑誌（Asiatisches Magazin）』を刊行し、東洋学者の注目を引く。
◇マリー＝フェリシテ・ブロッセ、パリに生まれる。

1804 文化元 ○クラプロート（21）ポーランドの貴族ポトツキ伯爵の知遇を得、サンクスペテルブルク科学アカデ
ミーに招かれ、会員となり、東洋語の教授に就任。

1805 文化2

○クラプロート（22）ロシアのアムール川航行権交渉のための使節団を清に派遣した際、随行学
術隊員として参加○使節団がイルクーツク滞在中、ロシアに漂着した新蔵（ニコライ・コロトゥイギ
ン,1758-1810）から日本語の手ほどきを受け、大量の中国語・蒙古語・満州語の本と、若干の日本
語の本を入手する。◇ヨハン・ヨーゼフ・ホフマン、ヴュルツブルクに生まれる。

1807 文化4 ○クラプロート（24）ロシアのコーカサス探検隊に随行。 ▼田中万春著『禦虜策』成立（Ⅱ⑧）

1815 文化12 ○クラプロート（32）パリに移住。当初はレミュザと同居。◇ヨーロッパで初めてコレージュ・ド・フランス
（Collège de France）で中国語の講座が開かれ、レミュザ（28）初代教授に就任。

1816 文化13 ○クラプロート（33）5月16日付ルイ＝ガブリエル・ミショー（Louis Gabriel Michaud, 1773-
1858）宛書簡（ⅠC⑦）。

1820 文政3 ○クラプロート（37）5月12日付アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛書簡（ⅠC⑧）。
◇ジュリアン（23）この頃、コレージュ・ド・フランス入学。

1821 文政4 ◇ジュリアン（24）、レミュザに中国語と満州語を学び、ギリシャ語の助手に就任。

1822 文政5 ○クラプロート（38）10月18日付アントワーヌ＝ジャン・サンマルタン宛書簡（ⅠC③）。
◇「アジア協会」（Société Asiatique）創立。

1823 文政6 ○クラプロート（40）3月17日付受領者不明書簡（ⅠC⑨）○6月2日付受領者不明書簡（ⅠC⑩）○9月
4日付ルイ・ホリス宛書簡（ⅠC①）○10月9日付受領者不明書簡（ⅠC⑪）。◇シーボルト（27）来日。

1824 文政7 ○クラプロート（41）6月26日付受領者不明書簡（ⅠC⑫）○7月7日付受領者不明書簡（ⅠC⑬）○9
月付書簡（ⅠC⑭）。

1826 文政9 ◇ブロッセ（14）アルメニア語とグルジア語を専攻。 ▼向山黄村生（Ⅲ④）。

1827 文政10 ○クラプロート（44）1月26日付ジャン＝ジョゼフ・マルセル（Jean-Joseph Marcel,1776-1854）宛
書簡（ⅠC⑮）。

1828 文政11 ◇シーボルト日本より帰国。
1829 文政12 ○クラプロート（46）8月31日付受領者不明書簡（ⅠC⑯）。 ▼津田真一郎生（ⅠD①）▼西周生（ⅠD①）。
1930 天保元 ○クラプロート（47）5月23日付フランソワ・ベルナール・シャルモワ宛書簡（ⅠC④）。 ▼原田一道生（Ⅲ⑤）。

1832 天保3 ◇レミュザ（44）没◇ジュリアン（35）レミュザをついでコレージュ・ド・フランス教授就任。○クラプロー
ト（49）年8月10日付〔シーボルト〕宛書簡（ⅠC②）。

1833 天保4 ◇シーボルト（37）ホフマン（28）『新増字林玉篇（Thesaurus literarum ideographicarum）』出版
（ⅠD③） ▼アヘン戦争（～1842）。

1835 天保6 ○クラプロート没（52）。 ▼〔尼崎屋吉兵衛〕書『世話千字文』刊（ⅠD②参
考）。

1836 天保7 ◇ブロッセ（26）帝国サンクトペテルブルク科学アカデミーに招かれ書記に就任。
1837 天保8 ●ロニー、北フランスのロースに生まれる。
1838 天保9 ▼古賀侗庵著『海防臆測』成立（Ⅱ⑦）。
1840 天保11 ◇シーボルト（44）ホフマン（35）梁・周興嗣撰（シーボルト編）『千字文（Tsian dsü wen）』出版（ⅠD②） ▼アヘン戦争（～1842）。

1841 天保12 ▼石川舜台生（Ⅲ⑥）▼福地桜癡生（Ⅲ⑦）▼佐藤信
淵述『禦侮儲言』成立（Ⅱ⑥）。

1842 天保13 ▼清・魏源撰『海国図志』50巻本成立（Ⅱ③）

1843 天保14 ◇東洋語学校に中国語の講座が加えられ、ジュリアンの弟子のアントワヌ・バザン（Antoine Bazin, 
1799-1862）が教授に就任。

1845 弘化元 ◇ジュリアン（58）、王立図書館の漢籍の管理者に従事。 ▼飯塚西湖生（Ⅲ⑧）。
1847 弘化2 ▼清・魏源撰『海国図志』60巻本中国刊（Ⅱ③）。
1849 嘉永2 ▼清・徐継畬撰『瀛環志略』中国刊（Ⅱ④）。
1850 嘉永3 ●ロニー（13）国立自然史博物館で開かれた植物学の講座を受講。

1851 嘉永4 ●ロニー（14）製本工と植字工の職を学ぶ。◇ジュリアン（65）コレージュ・ド・フランスの学長に就
任。 ▼清・魏源撰『海国図志』日本将来（Ⅱ③）。

1852 嘉永5
●ロニー（15）東洋言語特別学校（École spéciale des langues orientales, 東洋語学校）に入
学し、中国語、アラビア語、マレー語など東洋語の学習を始める●論文「インド半島の種々の聖文
字について考察」出版。

▼清・魏源撰『海国図志』100巻本中国刊（Ⅱ③）。

1853 嘉永6 ●ロニー（16）「アジア協会」（Société Asiatique）のメンバーになる。
▼林子平著『校正海国兵談』刊（Ⅱ①）▼ペリー代将
率いるアメリカ合衆国海軍東インド艦隊が日本に来
航。

西 暦 和 暦 事　　項（●ロニー ○クラプロート ◇その他） 備　　　考

レオン・ド・ロニー関連年表



47

1854 嘉永7
▼清・魏源撰『海国図志』60巻本和刻▼清・魏源撰

『海国図志墨利加洲部』和刻▼大槻西磐『海国図
志俄羅斯総記』刊（Ⅱ③）

1854 安政元 ●ロニー（17）『日本語研究に必要な主要な知識の概要（Résumé des pr incipales 
connaissances nécessaires pour l’étude de la langue japonaise）』出版。

▼清・魏源撰『海国図志籌海篇』和刻（Ⅱ③）▼林復斎
（54）日本にペリー再来航に際し、幕府側全権として
日米交渉▼日米和親条約締結。

1855 安政2 ●ロニー（18）「アジア協会」の機関誌にシャム語についての論文を発表。◇ホフマン（50）ライデン
大学の初代日本学教授に就任。

▼清・魏源撰『海国図志北洋俄羅斯国』和刻（Ⅱ③）▼
『海国図志普魯社国』和刻（Ⅱ③）。

1856 安政3 ●ロニー（19）『日本語研究入門（Introduction à l’étude de la langue japonaise）』出版。

▼三浦茂樹（道斎）編『新鐫校正増補字林玉篇大
全』刊（ⅠD③参考）▼清・魏源撰『海国図志英吉利
国』和刻▼『海国図志印度国』和刻（Ⅱ③）▼魏源

（64）没▼アロー戦争（～1860）。

1859 安政6

●ロニー（22）アメリカ・東洋民族学協会（Société d'Ethnographie américaine et orientale, 
1864年に民族学協会と改名）創立、終身書記（1873～1879年と1889～1891年会長）になる
●ジュリアンと連名で、東洋民族誌学会の名誉会員の称号をブロッセに贈る（7月20日付ブロッセ
宛 ロニー書簡〈ⅠA①〉）。

▼林復斎（59）没。

1861 文久元
●ロニー（24）『日本の百科辞典ワカン・サンサイ・ヅエ〔和漢三才図絵〕（Notice ethnographique 
de l’encyclopédie japonaise Wakan-san-saï-dzou-yé）』出版●レ・タン （Le Temps）紙の常
勤編集員に就任●〔10月26日受領〕ブロッセ宛書簡（ⅠA②）。

▼清・徐継畬撰『瀛環志略』和刻（Ⅱ④）。

1862 文久2 ●ロニー（25）文久遣欧使節がフランスを訪問、通訳を務め、一行がフランス出国後も同行。この
間、福澤諭吉や福地桜痴と親交を重ねる。

▼福地桜癡（22）文久遣欧使節団に参加▼津田真
一郎（33）西周（33）ライデンに留学し、ホフマンやシ
モン・フィッセリングからその教授を受ける。

1863 文久3 ●ロニー（26）東洋語学校で初代講師として日本語の講義を担当●『日本文集（Recueil de 
textes japonais）』出版●10月7日付ブロッセ宛書簡（ⅠA③）。

▼原田一道（64）幕府遣仏使節に随って渡欧し、オラ
ンダ陸軍士官学校に学ぶ。

1864 元治元 ●ロニー（27）11月6日付ブロッセ宛書簡（ⅠA④）。
◇ホフマン（60）『大学和字旁訓』出版（ⅠD①）。

1865 慶応元 ●ロニー（28）『日本語会話案内（Guide de la conversation japonaise）』出版。

1866 慶応2 ●ロニー（29）7月22日付ブロッセ宛書簡（ⅠA⑤）。
◇シーボルト（70）ミュンヘンで没。

▼向山黄村（42）外国奉行、若年寄格となりフランス
駐箚。

1867 慶応3
●ロニー（30）パリ万国博覧会で科学委員となり、幕府外国奉行として博覧会を訪問した栗本鋤雲
と交流●『和漢字洋訳（Dictionnaire des signes idéographiqes de la Chine）』出版（ⅠB①）
●8月25日付書簡（ⅠA⑥）。

1868 明治元
●ロニー（31）東洋語学校教授就任●『養蚕新説（De l’éducation des vers à soie au 
Japon）』出版（ⅠB②）●パリにおいて日本字の新聞「よのうわさ（Yo no uwasa）」を発行するも1号
限りで廃刊。

▼明治維新。

1869 明治2 ●ロニー（32）『日本語講義（Cours de japonais）』出版●11月23日付ブロッセ宛書簡（ⅠA⑦）。
1870 明治3 ▼飯塚西湖（25）フランスへ留学。

1871 明治4

●ロニー（34）『日本詩歌－日本列島の古代、近代詩歌（Anthologie japonaise, poésies 
anciennes et modernes des insulaires du Nippon）』●『詩歌撰葉』（Si-Ka-Zen-Yô, 
Anthologie japonaise, poésies anciennes et modernes des insulaires du Nippon）』出版（Ⅰ
B③）。

1872 明治5 ●ロニー（35）渡欧した石川舜台（32）らと交流。 ▼石川舜台（32）渡欧し、ロニーと交流。

1873 明治6

●ロニー（36）『日本語研究のための易しい、段階的な日本語作文（Thèmes faciles et gradués 
pour l’étude de la langue japonaise）』出版●パリにて第1回国際東洋学者会議を開催●7月
4日付ブロッセ宛書簡（ⅠA⑧）●8月12日付ブロッセ宛書簡（ⅠA⑨）。
◇スタニスラス・ジュリアン没（76）。

▼徐継畬（79）没。

1874 明治7
●ロニー（37）『中華古今採（Tchoung-Hoa Kou-Kin Tsaï, Textes chinois anciens et 
modernes traduits pour la première fois dans une langue européenne）』出版（ⅠB④）●ロ
ンドンにて第2回国際東洋学者会議に参加。

1875 明治8 ●ロニー（38）第1回アメリカニスト国際会議を開催し、マヤ語などについて研究報告。
1876 明治9 ●ロニー（39）8月28日付ブロッセ宛書簡（ⅠA⑩）。

1878 明治11 ●ロニー（41）『実語教・童子教（Zitu-go kyau, L’Enseignement des vérités et Dô-zi kyau, l’
Enseignement de la Jeunesse）』出版（ⅠB⑤）。◇ホフマン（73）没。 ▼大槻磐渓（78）没。

1880 明治13 ◇ブロッセ（77）フランスに帰国、没。 ▼飯塚西湖（35）フランス留学から帰国。

1885 明治18 ●ロニー（59）論文「神代巻（Kami yo-no maki Histoire des dynasties divines）」がスタニスラ
ス・ジュリアン賞を授与。

1897 明治30 ▼向山黄村（72）没▼西周（69）没。

1901 明治34 ●ロニー（65）『「もみじの葉」日本人の歴史、文学、科学、芸術に関する研究（Feuilles de Momidzi; 
études sur　l’histoire, la littérature, les sciences et les arts des Japonais）』出版。

1903 明治36 ●ロニー（67）満州語の本をソルボンヌ図書館に寄贈。 ▼津田真一郎（75）没。
1906 明治39 ●ロニー（71）和漢書をリル市の図書館に寄贈。 ▼福地桜癡（66）没。
1907 明治40 ●ロニー（71）東洋語学校退職、名誉教授に任命される。
1910 明治43 ▼原田一道（81）没。
1914 大正3 ●ロニー（78）パリ南郊のフォンテネー・オ・ローズで世を去る。
1918 大正7 ▼『朝鮮司訳院日満蒙語学書断簡』刊（Ⅱ⑤）。
1929 昭和4 ▼飯塚西湖（85）没。
1931 昭和6 ▼石川舜台（92）没。

西 暦 和 暦 事　　項（●ロニー ○クラプロート ◇その他） 備　　　考
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